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令和８年  第２回定例会
会　期　６月２日（火）〜５日（金）

６/２ 一般質問	 寺嶋議員� （Ｐ10）
	 中津川議員・井上議員� （Ｐ11）
	 北村議員・吉田議員� （Ｐ12）
	 平野議員� （Ｐ13）

６/３ 一般質問	 古谷議員� （Ｐ13）
	 武尾議員・田代議員� （Ｐ14）
委員会審査	 議会運営委員会（請願第１号、請願第２号）

６/４ 委員会審査	� 松田町上水道事業及び寄簡易水道事業料金改定
審査特別委員会

	 議会運営委員会（請願第１号、請願第２号）
６/５ 議案審議等

　　�委員会報告２件（請願）、議案４件（条例・契約・補正予算）、
同意８件、報告５件　ほか

条　
例

▼
議
案
30　
松
田
町
印
鑑
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

定
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

「
特
定
在
留
カ
ー
ド
」
及
び

「
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
」

の
運
用
開
始
等
に
対
応
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

▼
議
案
31　
松
田
町
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
緊
急
銃
猟
制
度
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
緊

急
銃
猟
に
従
事
し
た
者
に
対

し
て
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

契　
約

▼
議
案
32　
物
品
購
入
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
８

年
度
松
田
町
立
学
校
学
習
者

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
調
達
）

　
５
月
22
日
に
、
１
９
６
６

万
３
１
１
６
円
で
仮
契
約
を

締
結
し
た
物
品
購
入
契
約
を

本
契
約
と
す
る
た
め
議
会
の

議
決
を
得
る
も
の
で
す
。

　
神
奈
川
県
及
び
県
内
市
町

村
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
協
議

会
の
共
同
調
達
に
よ
り
、
株

式
会
社
有
隣
堂
が
落
札
し
ま

し
た
。補

正
予
算

▼
議
案
33　
令
和
８
年
度
松

田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
５
９

万
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総

額
を
67
億
９
４

５
９
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で

す
。

  

主
な
内
容
は
、

予
算
査
定
業

務
自
動
化
・
高

度
化
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
物
価

高
騰
支
援
と
し

て
の
家
庭
用
ご

み
袋
の
全
戸
配

布
及
び
飲
食
店

支
援
用
物
品
の
作
成
・
配
布
、

及
び
松
田
中
学
校
ナ
イ
タ
ー

照
明
改
修
事
業
の
財
源
な
ど

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

同　
意

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　
７
月
19
日
に
任
期
が
満
了

と
な
る
た
め
、
次
の
方
の
任

命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の

�

審
議
の
概
要

　
竹た

け

内う
ち

恵め
ぐ
み　
氏　

(

新
任)

　
佐さ

藤と
う

浩ひ
ろ

一か
ず　
氏(

再
任)

　
鍵か

ぎ

和わ

田だ

功い
さ
お　
氏(

再
任)

　
澁し

ぶ

谷や

素も
と

司し　
氏(

再
任)

　
吉よ

し

田だ

増ま
す

男お　
氏(

新
任)

　
曽そ

我が

威た
け

雄お　
氏(

新
任)

　
大お

お

舘だ
ち

義よ
し

彦ひ
こ　
氏(

新
任)

　
安あ

ん

藤ど
う

孝た
か

男お　
氏(

新
任)

報　
告

▼
報
告
１　
専
決
処
分
の
報

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の

４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
請
願
２
件
、
条
例
の

一
部
改
正
２
件
、
契
約
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
同

意
８
件
、
報
告
５
件
（
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
、

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
ほ
か
）、
発
議
１
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

松田中学校ナイター照明

全戸配布するごみ袋
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告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償
額

の
決
定
）

　
公
用
車
の
契
約
変
更
に
係

る
損
害
に
関
し
、
損
害
賠
償

額
の
決
定
に
つ
い
て
、
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
報
告
２　
令
和
７
年
度
松

田
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
　
松
田
中
学
校
整
備
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

拠
点
整
備
事
業
な
ど
６
事
業

２
億
６
１
５
４
万
６
０
０
０

円
を
、
令
和
８
年
度
へ
繰
越

し
た
計
算
書
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

▼
報
告
３　
令
和
７
年
度
松

田
町
一
般
会
計
事
故
繰
越
し

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
設
備

改
修
工
事
２
３
３
万
２
０
０

０
円
を
、
令
和
８
年
度
へ
繰

越
し
た
計
算
書
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

▼
報
告
４　
令
和
７
年
度
松

田
町
上
水
道
事
業
会
計
予
算

議 案 審 議 結 果 一 覧
第２回定例会（６月議会）� 採…採択　可…可決　同…同意　　○…賛成　●…反対

議案等
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田　

功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 

光
彦

古
谷 

星
工
人

平
野 

由
里
子

田
代　

実

井
上　

栄
一

飯
田　

一

寺
嶋　

正

請願１
松田町オンデマンドバス事業に関する事実関係の調査及び
町民への説明責任の履行を求める請願（議会運営委員会報
告）� ◎�詳細は、P４〜５をご覧ください

採 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願２
松田町オンデマンド交通事業に関する調査特別委員会設置
を求める請願書（議会運営委員会報告）
� ◎�詳細は、P４〜６をご覧ください

採 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案３０ 松田町印鑑条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案３１ 松田町鳥獣被害対策実施隊設置条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案３２ 物品購入契約の締結について（令和８年度松田町立学校学
習者用コンピュータ等調達） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案３３ 令和８年度松田町一般会計補正予算（第１号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意１
　～８ 農業委員会委員の任命について 同 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議１ 特別市の法制化反対を求める意見書の提出について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※南雲まさ子議長は採決には加わらない。

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
　
河
南
沢
配
水
池
倉
庫
設
置

事
業
な
ど
２
事
業
１
４
９
８

万
８
７
０
０
円
を
、
令
和
８

年
度
へ
繰
越
し
た
計
算
書
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
報
告
５　
令
和
７
年
度
松

田
町
寄
簡
易
水
道
事
業
会
計

予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

　
宮
地
田
代
水
源
引
込
柱
復

旧
工
事
な
ど
２
事
業
２
６
６

万
７
６
０
０
円
を
、
令
和
８

年
度
へ
繰
越
し
た
計
算
書
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

発　
議

　
こ
の
発
議
は
、
政
令
指

定
都
市
が
県
か
ら
独
立
す

る
「
特
別
自
治
市
」
の
法
制

度
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
古
谷
副
議
長
が
反

対
を
求
め
る
意
見
書
（
議
員

全
員
が
賛
成
者
）
を
提
出
し
、

本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。
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請願書（抜粋）
請願の要旨
　町が町民の移動の利便性確保を目的として、総額１億円を超す予算を費やして実施した松田町
オンデマンド事業が３年間の実証実験を終了しました。しかしながら、町はその実証実験結果の
分析、評価、公表の動きが見えません。
　つきましては、松田町議会において本件の事実関係を調査・検証し、町に対し、経緯、責任の
所在、今後の対応方針及び再発防止策について、町民に対する十分な説明を行うよう求めること
を請願いたします。
　また、必要に応じて、地方自治法第100条に基づく調査権の行使を含め、実効性のある調査体
制の整備を検討されるよう併せて請願いたします。

請願第１号 松田町オンデマンドバス事業に関する事実関係の調査及
び町民への説明責任の履行を求める請願

請願書（抜粋）
請願の要旨
　松田町オンデマンド交通事業に関し、事業運営の実態、公金支出の妥当性、未払い問題発生の
経緯及び行政の監督責任について事実関係を明らかにするため、地方自治法第109条に基づく調
査特別委員会を設置し、必要に応じ同法第100条に基づく調査権限の行使を含めた調査を行うこ
とを請願します。

請願第２号 松田町オンデマンド交通事業に関する調査特別委員会設
置を求める請願書

議会運営委員会報告（抜粋）
１．審査の結果
　　　採決の結果、賛成全員で採択すべきものと決定しました。
２�．審査の内容
　　�　参考人として請願者の説明を聞いた後、政策推進課及び総務課の課長及び担当職員出

席のもと、請願第１号及び第２号について、質疑を行い慎重に審査しました。
　　　審査の結果、採択すべきものと判断しました。
　　�　なお、必要に応じて地方自治法第１００条に基づく調査権の行使を含めた実効性のある

調査体制を整備することを要望します。

請願第１号　�松田町オンデマンドバス事業に関する事実関係の調査
及び町民への説明責任の履行を求める請願

請願第２号　�松田町オンデマンド交通事業に関する調査特別委員会
設置を求める請願書
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請願第１号 「松田町オンデマンドバス事業に関する事実
　　関係の調査及び町民への説明責任の履行を求める
　　請願」� 【討論】
賛成討論 吉田  功　議員

　私は、議会運営委員会「請願１号　松田町オン
デマンドバス事業に関する事実関係の調査及び町
民の説明責任の履行を求める請願」の審査報告に
ついて、賛成の立場で討論に参加します。
　２０２３年１０月から実証運行を行ってきたAIオン
デマンド交通は本年３月３１日をもって実証実験
を終了しました。この事業は松田町地域公共交通
会議、自治会長連絡協議会、各地域の説明会等で
当初から事業の成立が心配されていました。
　町が8,000万円を超える委託金及び補助金を出
しながら、委託先の（一社）足柄オンデマンドが

運行委託業者に未払いという状況を生じたこの事
業は、町のホームページによれば、1年目の収支
率が3.3％、2年目が7.62％、3年目が9.46％と
なっております。１年目から監督・指導が適切に
なされていればこのようなことにはなりませんで
した。
　他の事業も同様に委託されているものがありま
すので、今回の事業について調査・検証すべきと
考え、委員会報告について賛成討論とさせていた
だきます。

請願第２号 「松田町オンデマンド交通事業に関する
　　調査特別委員会設置を求める請願書」� 【討論】
賛成討論 井上  栄一　議員

　私は、本請願の紹介議員として、委員会報告に
賛成の立場から討論を行います。
　今回の請願は、オンデマンド交通事業における
未払い問題や事業収支の悪化などについて、事実�
関係を整理し、議会として町民への説明責任を果
たすため、調査特別委員会の設置を求めるものです。
　本事業は、地域公共交通の維持・確保を目的と
して実施され、公費も投入されてきた事業であり
ます。特に交通手段の確保が重要な地域において、
多くの町民の期待を受けて進められてきた経緯が
あります。
　しかしながら、現在、運行協力事業者への未払
い問題や事業収支の状況、関係機関の役割分担、
事業運営に至る意思決定過程などについて、町民
の間に様々な疑問や不安の声が生じています。
　本請願は、特定の個人や団体の責任を断定した
り、追及したりすることを目的とするものではあ
りません。
　むしろ、何が起きたのか、どのような経緯で事
業が進められたのか、そして今後同様の事業を進
める上でどのような課題があったのかを客観的に
整理し、将来に生かしていくことを目的とするも
のであります。

　委員会においても慎重な審査が行われ、その結果、
全会一致で採択すべきものとの結論に至りました。
　また、委員会報告においては、必要に応じて
地方自治法第100条に基づく調査権の行使も含め、
実効性のある調査体制を整備することが要望され
ています。これは、最初から強い権限行使を目的
とするものではなく、議会として必要な事実確認
を適切に行うための手段を確保しておくべきであ
るという趣旨であります。
　本件は、単なる一事業の問題にとどまりません。
　行政と民間が連携して行う事業のあり方、公金
支出の透明性、そして地域公共交通の将来にも関
わる重要な課題であります。
　だからこそ、議会として事実関係を整理し、町
民への説明責任を果たし、今後の行政運営に生か
していく必要があります。
　調査すること自体に反対する理由はなく、むし
ろ議会としての責務であり、議会が調査を行うこ
とは、誰かを非難するためではなく、町民の信頼
に応えるためであります。
　議員各位におかれましては、ぜひ委員会報告に
賛同いただき、本請願を採択されますようお願い
申し上げ、賛成討論といたします。
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請願第２号 「松田町オンデマンド交通事業に関する
　　調査特別委員会設置を求める請願書」� 【討論】

第
１
回
臨
時
会

　
４
月
24
日
に
第
１
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
専
決
処
分
１

件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、

工
事
請
負
契
約
１
件
、
補
正

予
算
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

▼
承
認
５　
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

令
和
８
年
度
課
税
分
よ
り
適

用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

３
月
31
日
に
専
決
処
分
し
た

条
例
の
一
部
改
正
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
26　
松
田
町
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
議
案
27　
松
田
町
寄
簡
易

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
水
道
事
業
が
将
来
に
わ
た

っ
て
健
全
な
経
営
を
維
持
し
、

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供

給
を
確
保
す
る
こ
と
に
必
要

賛成討論 北村  和士　議員

　本請願に賛成の立場から討論いたします。
　私は、本請願の採択が、住民の皆さまの声を受
け止め、町政への理解と信頼を深めるためのもの
であると考えております。
　住民の皆さまの中に疑問や不安の声があるので
あれば、それに真摯に向き合うことも議会の役割
であります。

　そして、その過程を通じて、お互いの立場を尊
重しながら理解を深め、より良い松田町を目指し
ていくことが大切だと考えます。
　本請願の採択が、対話につながり、「オール松田」
でまちづくりを進めていくための一歩となること
を期待し、賛成討論といたします。

賛成討論 平野  由里子　議員

　まず最初に、私は委員長でしたから委員会の中
では意見表明をしていないので、あえて討論に立
たせて頂きます。
　そもそも「百条調査権」というものは、その調
査の中では、偽証に対しては刑罰を伴うなどの非
常に強い力があり、使い方によっては調査する方
にもされる方にも心理的・社会的な痛みを与えう
る諸刃の剣であり、その行使の前提として、不正
があると強く疑われる、場合によっては犯罪性が
疑われるような場合に使うに至る、議会にとって
は言わば伝家の宝刀である。
　そのような認識があるから、今回の２件の請願
を見たときの第一印象は大変良くないものだった
と正直に申し上げます。
　改めて請願内容を読み直してみると、請願者が
知りたいことは町の内部のことが大半で、その関
わりの中で外部の民間団体のことが言及されるだ
けであると理解しました。
　２人の請願者のお話を聞いてみると、地域の足
について常に悩みを持ち、この事業が始まった時
には大きな期待をし、また身近な人もこのシステ
ムを便利に使っていることを見聞きし、それだか
らこそ、このような結末を迎えたことに失望し、
「なぜ、こんなことに？」という気持ちになり、

経過の詳細を知りたいと請願を出されたことがわ
かりました。それは、過ぎた事業をただ掘り返せ
と言っているのではなく、今後の地域交通をなん
とか良くするために、しっかりと検証してほしい、
というお気持ちなのだと理解しました。
　それは取りも直さず、議会が毎年行っている、
未来のために、過ぎた年度を振り返る決算審査に
臨む気持ちとなんら変わるところはなく、複数年
に渡るこの事業について、詳細に検証することは、
むしろ我々議会にとって必要な仕事の一つである
と考えるに至りました。
　これは私一人の気持ちではなく、おそらく委員
の皆さん全員がそう感じるようになったのではな
いかと思います。委員長として進行を司っていて、
途中から、最後の決を採るまでもなく、皆さんが
調査に対して前向きな発言になっていったことを
感じました。
　しかし百条調査権は先述の通り、非常に強い権
限であり、行使には様々な手段を尽くして後に判
断すべきものであるので、まず常任委員会が正当
に保持する調査権を持って調査を始めていただき、
その調査結果に不足があれば、慎重な判断の上で
百条調査特別委員会を設置し、調査を深めていた
だきたいと思い、賛成とします。
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と
な
る
適
正
な
水
道
料
金
の

設
定
の
た
め
の
、
条
例
の
一

部
改
正
。

　
松
田
町
上
水
道
事
業
及
び

寄
簡
易
水
道
事
業
料
金
改
定

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し

ま
し
た
。

▼
議
案
28　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
令
和
８

年
度
松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
屋
上
防
水
工
事
）

　
４
月
21
日
に
、
５
０
０
１

万
７
０
０
０
円
で
仮
契
約
を

締
結
し
た
工
事
請
負
契
約
を

本
契
約
と
す
る
た
め
議
会
の

議
決
を
得
る
も
の
で
す
。

　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

株
式
会
社
ケ
ン
ジ
ョ
ウ
が
落

札
し
ま
し
た
。

▼
議
案
29　
令
和
８
年
度
松

田
町
寄
簡
易
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
宇
津
茂
水
源
取
水
ポ
ン
プ

更
新
工
事
に
伴
う
補
正
を
す

る
も
の
で
す
。

第
２
回
臨
時
会

　
６
月
25
日
に
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
条
例
の
一
部

議 案 審 議 結 果 一 覧
第１回臨時会（４月24日）� 可…可決　　○…賛成　●…反対

議案等
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田　

功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 

光
彦

古
谷 

星
工
人

平
野 

由
里
子

田
代　

実

井
上　

栄
一

飯
田　

一

寺
嶋　

正

承認５ 専決処分の承認を求めることについて（松田町税条例の一
部を改正する条例） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案２８ 工事請負契約の締結について（令和８年度松田町生涯学習
センター屋上防水工事） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案２９ 令和８年度松田町寄簡易水道事業会計補正予算（第１号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※南雲まさ子議長は採決には加わらない。

第２回臨時会（６月25日）� 可…可決　　○…賛成　●…反対

議案等
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田　

功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 

光
彦

古
谷 

星
工
人

平
野 

由
里
子

田
代　

実

井
上　

栄
一

飯
田　

一

寺
嶋　

正

議案26 松田町水道事業給水条例の一部を改正する条例（松田町上
水道事業及び寄簡易水道事業料金改定審査特別委員会報告） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

議案27
松田町寄簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例（松田町上水道事業及び寄簡易水道事業料金改定
審査特別委員会報告）

可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

議案34 令和８年度松田町一般会計補正予算（第２号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※南雲まさ子議長は採決には加わらない。

改
正
（
委
員
会
報
告
）
２
件
、

補
正
予
算
１
件
を
審
議
し
ま

し
た
。

▼
議
案
26　
松
田
町
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
議
案
27　
松
田
町
寄
簡
易

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
特
別
委
員
会
で
の
審
査

（
議
案
26
、
27
は
一
括
審
査
）

の
結
果
、
適
切
な
も
の
で
あ

る
と
判
断
し
、
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
委
員
会
報
告

を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

▼
議
案
34　
令
和
８
年
度
松

田
町 

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
浴
槽
等
に
送
り
出
す

管
が
詰
ま
り
給
水
が
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
、
設
備
の
修

繕
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
正
を
す
る
も
の
で
す
。
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※議案第２６号と議案第２７号は、一括審査しました。

松田町上水道事業及び寄簡易水道事業料金改定審査特別委員会報告（抜粋）
１．審査の結果
　　　採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。
２�．審査の内容
　　�　副町長、環境上下水道課長、政策推進課長及び担当職員出席のもと、詳細な説明を受けました。
　　　審査の結果、適正なものであると判断しました。
　　�　なお、⑴業務の効率化、経費削減に努め、施設の耐震化や更新については優先順位を設定し計画的

に取り組むこと。⑵経営状況を定期的に検証し、住民にとって大幅な負担増とならないよう適時適切
な料金見直しと住民への情報共有を行うこと。⑶企業債への過度な依存を避け、将来世代の負担に配
慮した持続可能な経営に努めること。⑷昨今の急激な物価高騰を踏まえ、住民が困窮しないよう救済
措置を図ること。⑸住民への十分な周知を図ること。⑹ボトルドウォーター事業の健全経営に努める
こと。また、同事業の収入が見込めない場合は、激変緩和策として、一般会計からの繰入金を検討す
ること。 ※⑹は寄簡易水道事業

議案第２６号　松田町水道事業給水条例の一部を改正する条例
議案第２７号　�松田町寄簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を改正す

る条例

議案第２６号 松田町水道事業給水条例の一部を改正する条例
議案�第２７号 松田町寄簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例� 【討論】

反対討論 飯田  一　議員

　私は令和８年第１回議会臨時会において付託さ
れた議案第26号「松田町水道事業給水条例の一
部を改正する条例」及び議案第27号「松田町寄
簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例」に対する委員会報告に反対の立場から
討論を行います。
　この両議案のポイントは３５％の水道料金値上
げと、施行期日が９月１５日となっているところ
だと考えます。
　３５％の値上げは水道事業の健全な運営を維持し、
安全で安心な水道水の供給を確保するための水道
料金改定であり、計画通り行けば上水道事業は令
和１２年度には内部留保資金は約４億４千万円と
なり、寄の簡易水道もボトルドウォーターの生産
により令和１２年度には１５００万円の売り上げ予測
が見込まれるなど、わたくしもこの値上げは必要
と考えます。
　しかし今、スーパーへ買い物に行けばわかるよ
うに、行くたびに商品が値上がりしており、物価
の上昇を実感していることと思います。今年の２
月に米軍とイスラエル軍がイランへの攻撃を開始

し、中東情勢が不安定になり、原油価格が急上昇
し、それに伴う、物価の上昇。総務省の発表によ
れば、５月における昨年同月比で菓子類8.1％、
生鮮魚介類7.5％、肉類3.5％、飲料８.７％など食
品類が大きな値上がりをしています。
　日銀の国内企業物価指数速報では４月の時点で
６.３％上昇しており、商品への転嫁には２、３か
月かかるという事ですのでこれからもいろいろな
ものの値上がりが予想されます。
　電気・ガス料金は原油価格の高騰により６月か
ら大きく上昇します。政府も世界的な燃料価格の
高騰や円安の影響、エネルギー価格の上昇から、
家計や事業者の負担を和らげることを目的とした
「激変緩和措置」で電気ガス料金を７、８、９月
を対象に補助を決定しました。
　水道料金についても、物価高騰対策として減免
措置を施している市町村もあり、いま、国民の一
番の要望は物価対策です。
　その中で公共料金である水道料金の値上げは町
民の生活を圧迫します。
　なぜ今値上げなのか。今ここでどうしても値上
� 次ページへ続く
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反対討論 飯田  一　議員

げしなければいけない必燃性はないと思います。
施行時期の延期により少しでも町民の負担を減ら
すべきと考えます。
　ホルムズ海峡が解放されても、しばらくは混乱
し、以前の状態に戻るのには、８ヵ月から１０ヵ
月かかるといわれています。

　私は年内は現行料金として、周知期間を十分に
取り、新料金の施行期日は2027年４月１日に延
期すべきと考えます。
　町民の代表である一議員の立場から町民の暮ら
しを守るため、以上の理由から反対とさせていた
だきます。

賛成討論 北村  和士　議員

　議案第26号「松田町水道事業給水条例の一部
を改正する条例」及び、議案第27号「松田町寄
簡易水道事業の設置等に関する条例の一部を改正
する条例」について、賛成の立場から討論いたし
ます。
　水道は、町民生活を支える最も重要なライフラ
インの一つであります。
　安全で安心な水を安定して供給するためには、
施設の維持管理、老朽化への対応、災害への備え、
そして安定した経営基盤が必要です。
　松田町の水道料金は、平成6年4月の改定以来、
約30年にわたり、業務の効率化や経費削減に努
めながら据え置かれてきました。
　しかし、給水人口の減少、節水機器の普及によ
る料金収入の減少、物価高騰による動力費の増加
などにより、近年の経営状況は厳しさを増してい
ます。
　令和6年度には上水道事業においても赤字経営
となり、令和7年度も赤字が見込まれています。
　このまま赤字を放置すれば、いずれ一般財源か
らの補填が必要となり、子育て、福祉、教育、防
災、道路維持など、現在の住民サービスに影響が
及ぶおそれがあります。
　その意味で、今回の料金改定は、水道事業だけ
でなく、町全体の財政と住民サービスを守るため
の判断でもあります。
　一方で、町民の皆様に新たな負担をお願いする
ことは、決して軽い判断ではありません。
　松田町での平均的な2人世帯での水道料金は1
か月で1,100円から約1,489円となり、約389円の
増額となります。
　1人当たりだと、1か月195円の増額です。
　急激な物価高騰が続く中で、家計や事業活動へ
の影響があることは十分に理解しております。
　そのうえで評価したい点は、松田町水道事業運
営審議会から50％の改定率が示されていたものの、
町はそれをそのまま料金に転嫁するのではなく、

ボトルドウォーター事業による水販売事業収益を
見込み、改定率を35％まで抑えた点であります。
　ボトルドウォーター事業は、水道使用料として
最大で年間1,500万円、設備利用事業者負担金と
して年間1,463万9千円が見込まれており、新た
な収益確保に取り組む事業です。
　住民負担を少しでも抑えようと知恵を出し、実
行した点は十分に評価できるものと考えます。
　ただし、この事業も見込みである以上、実際に
どれだけ水道会計に貢献するのか、検証していく
必要があります。
　料金改定をすれば終わりではなく、ここからの
経営努力と検証こそが重要です。
　私は、町に対し、経営状況を定期的に検証し、
住民にとって突然の大幅な負担増とならないよう、
適時適切な料金見直しと情報共有を行うことを強
く求めます。
　また、企業債への過度な依存を避け、将来世代
の負担に配慮した持続可能な経営に努めること、
さらに物価高騰を踏まえ、住民が困窮しないよう
必要な救済措置を検討することを求めます。
　町民の皆様に負担をお願いする以上、町には丁
寧な説明責任があります。
　そして議会にも、水道事業の経営状況、ボトル
ドウォーター事業の効果、料金の妥当性、負担軽
減策の実施状況を継続して確認していく責任があ
ります。
　本条例改正は、町民の皆様にとって、決して小
さな負担ではありません。
　しかし、安全で安心な水道水を将来にわたって
安定的に供給し、他の住民サービスへの影響を避
けるためにも、現時点で必要な改正であると判断
いたします。
　以上の理由から、付帯意見の趣旨を十分に踏ま
えたうえで、町が責任ある水道事業経営を進める
ことを求め、本議案の賛成討論といたします。
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寄
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。
整
備
の
目
的
と

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

管
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備

は
、「
寄
幼
稚
園
と
寄
小
学

校
の
存
続
」
を
主
た
る
目
的

と
し
た
事
業
で
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の

拠
点
と
し
て
新
た
な
役
割
を

果
た
し
、
合
宿
な
ど
で
の
地

域
消
費
額
の
増
加
が
見
込
ま

れ
周
辺
地
域
へ
の
経
済
効
果

の
波
及
に
つ
な
が
る
。
施
設

内
に
新
た
な
ミ
ニ
ス
ト
ア
を

設
置
し
、
野
菜
や
お
茶
、
日

用
雑
貨
な
ど
を
販
売
す
る
こ

と
で
、
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
の
買
い
物
支
援
も
で
き

る
。

次
期
総
合
計
画
に
お
け

る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
は
、

買
い
物
の
不
便
さ
や
働
く
場

所
の
確
保
、
ま
た
、
新
松
田

駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
人
件

費
・
資
材
高
騰
に
よ
る
費
用

の
不
安
な
ど
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
施
策
の
展
開

を
伺
う
。

寄自然休養村管理センター
をリニューアルし、地域の
活性化を図る

回答（町長）

買
い
物
の
不
便
さ
解
消

で
は
、
移
動
販
売
や
タ
ク

シ
ー
利
用
に
対
す
る
助
成
な

ど
行
っ
て
い
る
が
、
引
き
続

き
改
善
に
努
め
る
。
働
く
場

所
の
確
保
で
は
、
管
理
セ
ン

タ
ー
や
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
施
設
に
お
い
て
新
た
な

雇
用
が
生
ま
れ
る
。
新
松
田

駅
周
辺
整
備
事
業
費
の
増
大

に
関
す
る
懸
念
は
、
北
口
地

区
市
街
地
再
開
発
準
備
組
合

で
十
分
に
認
識
さ
れ
対
応
策

を
検
討
し
て
お
り
、
町
も
相

当
の
負
担
金
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

寄
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の

　
　
整
備
や
町
民
の
意
見
を
ふ
ま
え
た

�

施
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員

名称を改めた 「やどりきテラス」～清流の里～
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令
和
３
年
３
月
に
新
た
な

富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

公
表
さ
れ
、松
田
町
に
溶
岩

流
が
到
達
す
る
可
能
性
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、警
戒
避

難
体
制
を
特
に
整
備
す
べ
き

地
域
と
し
て「
火
山
災
害
警

戒
地
域
」に
指
定
さ
れ
た
。ま

た
、広
範
囲
に
火
山
灰
が
降

り
、県
西
部
で
は
30
㎝
以
上

の
堆
積
の
可
能
性
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、町

に
お
け
る
富
士
山
火
山
災
害

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

富
士
山
の
火
山
災
害
に

対
す
る
町
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
。

神
奈
川
県
や
山
梨
県
、

静
岡
県
の
３
県
や
関
係
市
町

村
、
気
象
庁
、
火
山
専
門
家

な
ど
で
構
成
す
る
「
富
士
山

火
山
防
災
対
策
協
議
会
」
に

参
画
し
、
広
域
避
難
、
降
灰

対
策
、
住
民
へ
の
情
報
伝
達

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
改
定
さ
れ
た

富
士
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

踏
ま
え
「
松
田
町
富
士
山
火

山
避
難
計
画
」
を
策
定
し
た
。

火山災害対策計画
は第７次総合計画
に明記し推進する

回答（町長）

想
定
さ
れ
る
溶
岩
流
に

対
す
る
避
難
計
画
に
つ
い
て
。

大
規
模
噴
火
の
場
合
、

町
民
約
７
６
０
０
人
が
避
難

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
避
難

は
町
内
で
の
避
難
を
基
本
と

す
る
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は

他
市
町
村
へ
の
広
域
避
難
を

拡
大
す
る
。
基
本
的
な
避
難

行
動
と
し
て
は
、
予
兆
観
測

後
の
早
い
段
階
で
自
主
的
な

分
散
避
難
に
つ
い
て
情
報
伝

達
や
広
報
を
行
う
。

降
灰
に
伴
う
町
民
の
安

全
確
保
や
灰
の
処
理
等
の
対

策
に
つ
い
て
。

住
民
個
人
が
行
う
安
全

対
策
と
し
て
は
、
最
低
１
週

間
分
の
食
料
や
飲
料
水
の
ほ

か
、
防
塵
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ

ル
な
ど
の
備
蓄
を
周
知
し
て

い
る
。
一
般
家
庭
の
敷
地
内

に
降
灰
し
た
灰
に
つ
い
て
は
、

土
地
所
有
者
の
責
任
に
よ
り

ゴ
ミ
集
積
場
等
に
出
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
の
処
分
は

町
が
行
う
。

町
は
、
新
松
田
駅
を
南

北
一
帯
の
交
通
結
節
点
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
の
か
、

駅
全
体
の
交
通
処
理
計
画
を

策
定
し
て
い
る
の
か
。

平
成
31
年
策
定
の
「
新

松
田
駅
周
辺
整
備
基
本
構

想
・
基
本
計
画
」
に
お
い
て

北
口
・
南
口
を
一
体
的
な
交

通
結
節
点
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。
交
通
量
調
査
や
利

用
者
調
査
も
南
口
を
含
め
て

実
施
済
み
で
、
将
来
的
に
は
、

南
北
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
、

南
口
駅
前
広
場
バ
ス
交
通
の

分
散
を
含
め
た
計
画
と
し
て

い
る
。南

口
駅
前
広
場
の
位
置

付
け
は
。
ま
た
小
田
原
方
面

行
き
バ
ス
の
南
口
へ
の
移
設

方
針
は
。

北
口
は
再
開
発
事
業
に

よ
る
都
市
計
画
決
定
、
南
口

は
道
路
事
業
と
し
て
整
備
と

い
う
異
な
る
手
法
を
採
用
。

理
由
は
、
南
口
駅
前
広
場
単

独
で
は
法
的
な
都
市
施
設
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
、

道
路
事
業
と
し
て
用
地
交
渉

等
を
継
続
し
て
い
る
。

　
小
田
原
方
面
の
バ
ス
を
南

口
へ
移
し
、
交
通
を
分
散
す

る
方
針
は
変
え
て
い
な
い
。

自由通路、橋上駅舎は
構想の旗は下ろしてい
ない
将来的な実現を目指す
回答（町長）

本
年
度
予
算
に
南
口
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
が
あ
る
が
、

北
口
、
南
口
を
通
じ
た
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
の
計
画
な
の
か
。

南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整

備
は
、
令
和
８
年
度
に
設
計
、

令
和
９
年
度
末
に
完
成
予
定

で
進
め
て
い
る
。
北
口
再
開

発
側
で
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
検
討
、

駅
全
体
と
し
て
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
る
。

再
開
発
組
合
任
せ
で
は

な
く
、
町
と
し
て
駅
前
全
体
、

歩
道
、
公
共
施
設
、
商
業
施

設
周
辺
を
含
め
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
構
想
を
持
つ
べ
き
だ
が
。

今
年
度
改
定
す
る
「
立

地
適
正
化
計
画
」
の
中
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
盛

り
込
み
、
再
開
発
事
業
に
も

反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
橋
上
駅
舎
、
南
北
自
由
通

路
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
旗
を
下
ろ
し
た
わ
け
で

は
な
い
。
小
田
急
電
鉄
、
Ｊ

Ｒ
東
海
、
神
奈
川
県
、
地
権

者
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

将
来
的
な
実
現
を
目
指
し
て

い
く
。

　
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
将

来
の
自
由
通
路
や
橋
上
駅
舎

と
接
続
で
き
る
位
置
を
想
定

し
て
計
画
し
て
い
る
。

松
田
町
に
お
け
る
富
士
山

�
火
山
災
害
対
策
に
つ
い
て　

質
問
者

　
中
津
川  

定
雄
　
議
員

新
松
田
駅
南
口
と

北
口
整
備
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

松田山より望む富士山
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少
子
化
に
よ
り
児
童
数

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、

共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
環
境
整
備
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
松
田
幼
稚
園
の

認
定
こ
ど
も
園
化
に
つ
い
て
、

目
的
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
い
ま
す
。

松
田
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
化
に
つ
い
て
は
、
町

が
培
っ
て
き
た
幼
稚
園
教
育

の
良
さ
を
継
承
し
つ
つ
、
長

時
間
保
育
な
ど
の
保
護
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

検
討
し
て
い
る
。
今
年
７
月

に
関
係
者
説
明
会
を
行
い
、

来
年
４
月
１
日
の
開
園
を
目

標
に
調
整
を
進
め
る
。

認
定
こ
ど
も
園
化
し
て
、

保
護
者
や
子
ど
も
達
に
と
っ

て
何
が
変
わ
り
ま
す
か
。

検
討
中
だ
が
、
こ
ど
も 

園
化
と
な
れ
ば
、
２
号
認
定

の
お
子
様
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
保
育
時
間

が
長
く
な
り
、
長
期
休
業
中

の
受
け
入
れ
が
拡
充
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
策
定
の
際

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
保
護
者
説

明
会
等
で
の
要
望
に
で
き
る

限
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

長時間保育など
を求める保護者
ニーズに対応し
ていく
回答（町長）

学
童
保
育
で
は
、
利
用

希
望
者
の
増
加
に
伴
い
待
機

児
童
が
生
じ
て
い
ま
す
。
現

状
と
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

登
録
児
童
数
が
定
員 

１
６
０
名
を
超
え
、
待
機
児

童
は
７
名
で
あ
る
。
待
機
児

童
の
解
消
は
、
保
護
者
が
安

心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
の

重
要
課
題
で
あ
り
、
利
用
実

績
が
少
な
い
家
庭
に
は
登
録

の
見
直
し
を
個
別
に
お
願
い

し
て
い
る
。
ま
た
、
長
期
休

暇
中
の
一
時
的
な
受
け
皿
、

地
域
資
源
や
民
間
事
業
所
の

活
用
も
含
め
て
、
待
機
児
童

解
消
に
向
け
て
対
応
す
る
。

待
機
児
童
は
「
小
１
の

壁
」
と
し
て
保
護
者
の
就
労

継
続
に
も
関
わ
る
切
実
な
課

題
で
す
。
特
に
夏
休
み
な
ど

長
期
休
暇
中
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
対
応
方
法
も
調
整

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

早
期
に
受
け
入
れ
で
き
る
の

か
の
方
向
性
を
示
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
護
者
が
勤
務
調
整
や

代
替
手
段
を
検
討
で
き
る
よ
う
、

６
月
末
を
目
安
に
受
け
入
れ

の
可
否
を
含
め
た
情
報
提
供

に
努
め
る
。
来
年
度
以
降
ど

う
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

で
課
題
整
理
を
行
い
、
検
討

す
る
。

実
証
実
験
を
終
了
し
た

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

実
証
実
験
者
の
主
体
は
誰
で

あ
っ
た
の
か
。

法
定
協
議
会
で
あ
る

「
松
田
町
地
域
公
共
交
通
会

議
」
お
よ
び
そ
の
専
門
部
会

で
あ
る
「
足
柄
広
域
新
モ
ビ

リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議

会
」
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た

後
、
策
定
さ
れ
た
「
足
柄
広

域
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス

事
業
計
画
素
案
」
に
基
づ
き

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

事
業
発
注
者
は
「
松
田
町
」

で
あ
り
、
事
業
の
受
注
者
は

「（
一
社
）
足
柄
オ
ン
デ
マ
ン

ド
」
で
あ
る
。

ど
の
様
な
経
過
で
、（
一

社
）
足
柄
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に

委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
。足

柄
広
域
新
モ
ビ
リ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会

で
基
本
方
針
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
地
域
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
の
実
証
運
行
を
行
う

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
同
時

期
に
（
一
社
）
足
柄
オ
ン
デ

マ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
、
地
域

公
共
交
通
会
議
か
ら
一
任
を

受
け
た
会
長
よ
り
同
法
人
を

事
業
の
委
託
先
と
し
て
推
薦

さ
れ
た
た
め
、
同
法
人
に
対

し
て
本
事
業
を
委
託
す
る
こ

と
と
し
た
。

（
一
社
）
足
柄
オ
ン
デ

マ
ン
ド
の
運
行
委
託
業
者
へ

の
未
払
い
を
把
握
し
た
時
期

と
そ
の
対
応
、
お
よ
び
パ
ス

ポ
ー
ト
の
払
い
戻
し
が
で
き

な
か
っ
た
町
民
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

再
委
託
先
で
あ
る
交
通

事
業
者
へ
の
支
払
い
の
把
握

時
期
は
、
令
和
６
年
の
11
月

頃
に
非
公
式
の
場
に
て
話
を

伺
っ
た
と
町
職
員
か
ら
報
告

を
受
け
た
。
利
用
者
の
皆
様

が
購
入
さ
れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト

等
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て
は
、

責
任
を
負
う
同
法
人
よ
り
、

希
望
さ
れ
る
す
べ
て
の
利
用

者
へ
の
払
い
戻
し
手
続
き
が

令
和
８
年
４
月
末
時
点
に
お

い
て
完
了
し
た
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。

町は利用促進に
向けた支援を継
続してきた

回答（町長）

松
田
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
と
、

�
学
童
保
育
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

質
問
者

　
北
村
　
和
士
　
議
員

松
田
町
の

�

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て　

質
問
者

　
吉
田
　
功
　
議
員
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一
人
一
人
の
特
性
や
興
味

に
応
じ
た
学
習
方
法
が
選
べ

る
こ
と
、
そ
の
教
育
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
が

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
を
利
用

し
て
い
る
場
合
、
そ
の
世
帯

に
対
す
る
支
援
制
度
の
考
え

は
。

当
町
で
の
令
和
７
年
度

の
不
登
校
児
童
生
徒
は
、
全

国
平
均
の
３
．
９
％
と
ほ
ぼ

同
じ
。
校
外
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
（
ほ
ほ
え
み
教
室
）
や
、

中
学
で
は
校
内
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
ル
ー

ム
）
を
設
置
し
対
応
し
て
い

る
。
学
び
の
選
択
肢
の
一
つ

で
あ
る
民
間
の
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
だ
が
、
現
在
町
内
で

は
通
う
児
童
生
徒
は
い
な
い
。

対
象
者
が
現
れ
れ
ば
関
係
機

関
と
調
整
す
る
。

子どもの多様性に応じた
居場所づくりに努めます

回答（教育長）

夜
間
中
学
は
、
様
々
な

事
情
で
義
務
教
育
を
十
分
に

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち

（
不
登
校
で
中
学
を
形
式
卒

業
し
た
方
も
含
む
）
が
学
べ

る
場
所
だ
が
、
県
内
公
立
は

横
浜
、
川
崎
、
相
模
原
に
し

か
な
い
。
協
定
に
よ
っ
て
広

域
的
な
受
け
入
れ
が
可
能
だ

が
、
こ
の
協
定
を
結
ぶ
考
え

は
。

学
び
直
し
を
必
要
と
す

る
方
に
と
っ
て
重
要
だ
が
、

現
在
町
内
に
は
就
学
希
望
者

が
い
な
い
の
で
協
定
を
す
ぐ

に
は
締
結
し
な
い
。
こ
う
し

た
制
度
が
あ
る
こ
と
を
周
知

し
、
希
望
者
が
現
れ
れ
ば
、

新
年
度
に
間
に
合
う
よ
う
調

整
す
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、
町

内
の
小
中
学
校
で
は
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

ど
ち
ら
の
専
門
職
も
県

か
ら
で
、
常
駐
で
は
な
く
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

中
学
に
１
名
、
松
田
・
寄
小

に
１
名
、
年
35
回
巡
回
。
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
は
中
井
町
と
共
同
で
年

35
回
で
、
松
田
は
17
回
。
午

前
・
午
後
で
分
け
て
中
学
・

小
学
校
を
回
る
。
困
難
な
課

題
が
深
刻
に
な
る
前
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
県
に
は
増
員

を
要
望
し
て
い
る
。

　
本
町
の
学
校
給
食
は
令
和

７
年
度
か
ら
無
償
化
に
よ
り

保
護
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。
近
年
の
物
価
上
昇
で

現
場
で
は
献
立
の
作
成
、
食

材
の
仕
入
れ
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

給
食
の
年
間
日
数
、
一

日
あ
た
り
の
食
数
、
ア
レ
ル

ギ
ー
食
の
扱
い
に
つ
い
て
。

令
和
７
年
度
町
内
３
校

の
給
食
提
供
日
数
は
、
１
８

５
日
、
教
職
員
を
含
め
て
１

日
約
６
６
０
食
調
理
し
て
い

る
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
た

ち
の
確
認
を
す
る
た
め
に
す

べ
て
の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
、
除
去
食
、

代
替
食
を
把
握
し
、
進
級
時

に
は
個
人
カ
ー
ド
を
引
き
継

い
で
い
る
。

　
調
理
器
具
、
食
器
類
は
細

菌
の
付
着
検
査
を
行
い
不
良

な
も
の
は
交
換
し
て
い
る
。

食
中
毒
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

る
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。

町内産農産物の利用
促進を図る

回答（教育長）

町
内
農
畜
産
物
の
使
用

状
況
及
び
野
菜
類
の
品
目
と

量
に
つ
い
て
。

寄
小
学
校
で
は
町
内
産

野
菜
類
８
種
類
を
利
用
し
て

い
る
。
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
中
心
に
サ
ト
イ
モ
は

全
量
賄
え
て
い
る
。
３
月
に

は
ジ
ビ
エ
肉
を
利
用
し
た
給

食
も
提
供
し
好
評
で
あ
っ
た
。

　
松
田
小
学
校
で
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
を
利
用
し

て
い
る
。

　
野
菜
類
は
、
地
産
地
消
研

究
会
、
町
内
青
果
店
か
ら
仕

入
れ
し
て
い
る
。

　
松
田
中
学
校
は
現
時
点
で

利
用
は
な
い
が
、
町
内
産
の

野
菜
類
の
調
達
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
利
用
し
た
い
意
向

も
あ
る
。

　
地
域
農
業
の
活
性
化
に
も

な
る
た
め
、
農
協
、
地
産
地

消
の
会
、
農
業
委
員
会
な
ど

関
係
各
所
と
連
携
を
強
化
し

て
い
く
。
ま
た
、
学
校
で
使

う
食
材
の
年
間
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
、
共
有
し
実
行
に
移

し
て
い
き
た
い
。

多
様
な
学
び
を
保
障
す
る

�

制
度
に
つ
い
て　

質
問
者

　
平
野  

由
里
子
　
議
員

学
校
給
食
の
現
状
と

町
内
農
畜
産
物
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

質
問
者

　
古
谷
　
星
工
人
　
議
員

町内で収穫したタマネギ
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「
持
続
可
能
な
稼
ぐ
マ
チ
」�

で
の
松
田
山
・
西
平
畑
公
園

へ
の
投
資
に
関
連
し
、
観
光

振
興
の
現
状
や
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。

西
平
畑
公
園
の
現
状
認

識
に
つ
い
て
。

現
在
の
指
定
管
理
者
は

令
和
５
年
７
月
か
ら
指
定
管

理
委
託
料
は
０
円
で
運
営
を

担
っ
て
い
る
。

　
収
支
は
改
善
傾
向
に
あ
る

が
、
桜
ま
つ
り
期
間
へ
の
依

存
度
が
高
く
、
年
間
を
通
じ

た
安
定
運
営
が
課
題
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
成

果
検
証
に
つ
い
て
と
課
題
は
。

民
間
な
ら
で
は
の
柔
軟

な
発
想
に
よ
り
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
整
備
や
ジ
ビ
エ
活
用
な
ど

新
た
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
観
光
拠
点
と

し
て
の
魅
力

向
上
、
行
政

負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
今
後
の
課

題
と
し
て
、

桜
ま
つ
り
以

外
の
時
期
の

集
客
強
化
と

安
定
し
た
収

益
確
保
が
必

要
で
あ
る
た

め
、
町
と
し

て
も
支
援
策
を
検
討
し
て
い

る
。

今
後
の
観
光
戦
略
に
つ

い
て
。松

田
山
活
性
化
協
議
会

の
提
言
を
踏
ま
え
、
公
衆
ト

イ
レ
整
備
や
遊
歩
道
補
修
な

ど
観
光
環
境
の
充
実
を
進
め

て
い
る
。
今
後
は
情
報
発
信

の
強
化
や
施
設
の
老
朽
化
対

策
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
を
進
め
、
西
平
畑
公

園
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

寄
地
区
に
整
備
予
定
の

「
ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
生

産
施
設
整
備
事
業
」
の
設
備

利
用
者
と
の
契
約
は
、
利
用

事
業
者
負
担
金
の
未
納
や
賃

貸
借
期
限
内
の
撤
退
リ
ス
ク

を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
方
針
で
契
約
さ
れ

る
の
か
。

事
業
者
の
選
定
は
、
類

似
事
業
の
実
績
・
財
務
状

況
・
販
売
戦
略
や
運
営
体
制

等
を
精
査
し
て
、
事
業
者
を

決
定
す
る
。

　
負
担
金
（
家
賃
相
当
）
の

未
納
対
策
や
、
20
年
間
の
賃

貸
借
期
限
内
の
撤
退
リ
ス
ク

な
ど
は
、
町
に
損
害
が
生
じ

な
い
よ
う
、
事
業
者
と
の
契

約
書
に
保
証
金
や
損
害
賠
償

の
規
定
を
記
載
で
き
る
よ
う
、

町
顧
問
弁
護
士
と
調
整
し
て

契
約
し
た
い
。

リスク管理は契約書に
明記したい

回答（町長）

２
月
に
実
施
し
た
松
田

町
上
水
道
事
業
と
寄
簡
易
水

道
事
業
の
料
金
改
定
の
パ
ブ

コ
メ
は
50
％
の
値
上
げ
で
し

た
が
、
４
月
の
臨
時
会
で
は

35
％
に
圧
縮
さ
れ
て
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
の
健
全
経
営
を

堅
持
す
る
た
め
、
残
り
の

15
％
の
値
上
げ
は
何
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
こ
の
水
道
料
金
の
改
定

は
32
年
振
り
と
の
こ
と
だ
が
、

何
故
こ
れ
ま
で
小
幅
の
改
定

に
よ
り
町
民
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て
緩
和
で
き
な
か
っ
た

の
か
。15

％
の
値
上
げ
は
、
国

の
指
針
に
基
づ
き
５
年
後
の

見
直
し
の
中
で
判
断
し
て
い

く
。

　
32
年
間
料
金
改
定
を
行
わ

な
か
っ
た
の
は
、
町
民
へ
の

負
担
増
を
避
け
る
た
め
に
、

事
務
の
効
率
化
・
諸
経
費
の

徹
底
的
な
削
減
で
低
料
金
を

維
持
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
寄
簡
易
水
道
の

町
営
化
や
上
水
道
と
の
異
な

る
二
つ
の
事
業
を
並
行
し
て

維
持
す
る
た
め
に
は
、
定
期

的
な
見
直
し
が
難
し
か
っ
た
。

松田山全体の
観光振興と地域
活性化を進めて
いく
回答（町長）

西
平
畑
公
園
の
指
定
管
理
運
営
と

�

観
光
振
興
に
つ
い
て

質
問
者

　
武
尾
　
哲
治
　
議
員

ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
生
産
施
設

　
整
備
事
業
及
び
水
道
料
金
の
改
定
に

　
つ
い
て

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

西平畑公園
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令和７年度　政務活動費　収支報告
　政務活動費とは、地方自治法及び松田町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究・そ
の他の活動を支援するために、必要な経費の一部として交付するものです。
　交付額は、１人当たり月額5,000円です。年度の初めに１年分（60,000円）を交付し、使用しなかった分は
年度末に返還することになっています。
　令和７年度の政務活動費の使途は、松田町で政治課題となっている諸般のテーマを研究するために先進地へ
の視察（調査旅費・研修費）や事務消耗品の購入等に使用されていました。
� （単位：円）

議員氏名 交付額
支　　出　　額

返還額 主な支出内容①
調査旅費
・研修費

②
資料作成
・購入費

③
広　報
広聴費

④
事務費 支出計

北村  　和士 60,000 36,169 0 70,960 0 107,129 0 ①調査旅費（※１）、会費
③議会報告広報紙印刷代ほか

武尾  　哲治 60,000 34,169 0 0 0 34,169 25,831 ①調査旅費（※１）

吉田  　　功 60,000 40,169 11,700 0 16,750 68,619 0 
①調査旅費（※１）、研修費、会費
②図書購入費
④事務消耗品購入費

中津川  定雄 60,000 34,169 0 16,000 15,400 65,569 0 
①調査旅費（※１）
③議会報告広報紙印刷代
④事務消耗品購入費

秋田谷  光彦 60,000 34,169 0 60655 0 94,824 0 ①調査旅費（※１）
③議会報告広報紙印刷代

古谷  星工人 60,000 34,169 0 0 0 34,169 25,831 ①調査旅費（※１）

平野  由里子 60,000 39,169 2,870 7,422 0 49,461 10,539 
①調査旅費（※１）、研修費、会費
②書籍購入費
③議会報告広報紙代

田代  　　実 60,000 34,169 0 0 0 34,169 25,831 ①調査旅費（※１）

井上  　栄一 60,000 34,169 0 0 0 34,169 25,831 ①調査旅費（※１）

南雲  まさ子 60,000 34,169 0 0 13,800 47,969 12,031 ①調査旅費（※１）
④事務消耗品購入費

飯田  　　一 60,000 34,169 0 0 0 34,169 25,831 ①調査旅費（※１）

寺嶋  　　正 60,000 34,169 0 0 0 34,169 25,831 ①調査旅費（※１）

合　計 720,000 423,028 14,570 155,037 45,950 638,585 177,556 

視察の主な内容
※１  �岐阜県可児市  ⇒  議会改革、可児市中央児童センター
　　  静岡県袋井市  ⇒  袋井市学校給食センター
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６
月
26
日
、
松
田
町
で
は

台
風
７
号
８
号
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
な
か
、
震
度
５
弱

の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
は
各
地
で
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ご
自
身
や
ご
家
族
を
守
る
た

め
に
常
日
頃
よ
り
十
分
な
備

え
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。

　
松
田
町
議
会
で
は
、
７
月

に
議
会
報
告
会
を
２
会
場
で

開
催
し
、
今
回
の
意
見
交
換

会
で
は
テ
ー
マ
を
設
け
て
行

い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様

に
開
か
れ
た
議
会
、
分
か
り

や
す
い
議
会
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

�

（
南
雲
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

  

武
尾　
哲
治

副
委
員
長　

  

寺
嶋　
　
正

委　
　
員　

  

飯
田　
　
一

委　
　
員　

  

南
雲
ま
さ
子

委　
　
員　

  

秋
田
谷
光
彦

委　
　
員　

  

吉
田　
　
功
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　　　　大
おお

津
つ

珀
はく

斗
と

さん（寄在住  20歳）

松田町の自然を探求して

令和８年 第３回定例会は令和８年 第３回定例会は
９月２日（水）開会予定９月２日（水）開会予定
ぜひ、傍聴にお越しください。ぜひ、傍聴にお越しください。

「住みやすい町を目指して」活動され
ている方や団体で、このコーナーに掲
載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡くだ
さい。

【寄に越して】
　私が寄に越してきて今年で７年になります。
　元々生物が好きな私にとって神奈川県の自然の
本拠地である丹沢の懐に抱かれる寄は自然を学ぶ
良い環境でした。
　元々地元である神奈川県の自然に興味があった
私はこの地に生きる生物の
姿を知るために、生息状況
の確認や新産地の開拓を目
標に活動をしています。
　毎年生息地、自生地の現
状確認は欠かさずに行うよ
うにしています。また外来
種の駆除を精力的に行うよ
うにしています。
【野生下での姿を求めて】
　令和元年より各地点を訪
れ、牛歩ではありますがどの地点にどういった環
境が残り、種が生息しているかを確認してきまし
た。今では見る機会が少なくなった様々な種のた
くましく生きる姿を見てこの力強く命をつなぐ景
色や系統を残したいという思いが年々強くなって
きています。一方で年々生物の生息に適した環境
が減少しているのもまた現状です。

【いつまでもその姿が見られるように】
　今後の目標としては、外来種の精力的な駆除、
系統保存を掲げています。
　寄地区では20年、中津川にて飼育放棄による
改良メダカ、翌年同河川にてアメリカザリガニを
確認。21年９月19日ムネアカハラビロカマキリ

成虫と卵
らん
嚢
のう
の発見により定

着を確認等、この地でも外
来種が問題となっています。
私は一度捕獲した外来種は
極力逃がさないよう心がけ
ていますが今後はより強化
していきたいと思っていま
す。系統保存に関しては神
奈川県に生息する種を保存
したいと考えています。神
奈川県は他県に比べ生息状

態が悪化しています。かつては普通種であった種
の多くが確認できていません。一度確認したきり
数年間確認できていないのが現状です。
　そういった種が、今は個人の趣味であったとし
ても、何らかの形で種の繁栄に繋がると信じて私
は神奈川県産のホトケドジョウやイモリの繁殖、
淡水二枚貝の繁殖に挑戦しています。


